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な
か
な
か
進
ま
な
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
登
録
を
進
ま
せ
よ
う

と
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
、
ポ

イ
ン
ト
を
ば
ら
ま
き
何
と
か
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
浸
透
さ
せ
よ

う
と
し
て
き
た
政
府
で
す
が
、
そ

れ
で
も
進
ま
な
い
と
、
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
を
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」
と
呼
び
、
国
民
全
員
に

持
た
せ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
、

今
度
は
２
０
２
４
年
秋
の
保
険
証

廃
止
に
す
る
。 

保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
脅
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
強
制

す
る
た
め
で
す
。 

保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
一
体
化
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の

メ
リ
ッ
ト
を
ほ
と
ん
ど
の
人
が
感 

現
在
は
感
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
保
険
証

で
保
険
資
格
を
確
認
し
て
診
療
す

る
仕
組
み
に
何
も
問
題
は
起
き
て

い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て

も
つ
な
が
ら
な
い
、
カ
ー
ド
を
読

み
込
む
機
械
が
不
具
合
、
保
険
証

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
な

ど
の
理
由
で
保
険
資
格
を
確
認
で

き
ず
、
医
療
費
の
１
０
割
を
患
者

に
請
求
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
例

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
別

人
の
ヒ
モ
付
け
で
間
違
っ
た
処
方

か
ら
命
を
脅
か
す
危
険
も
あ
る
。 

国
会
審
議
中
に
も
７
千
件
の
健

康
保
険
証
誤
登
録
が
発
生
し
た
と

報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ
で

の
他
人
の
住
民
票
の
誤
発
行
や
印

鑑
登
録
証
明
書
の
誤
交
付
、
公
金

受
取
口
座
の
誤
登
録
に
加
え
、
他 

人
の
医
療
情
報
を
誤
っ
て
開
示
す 

る
な
ど
、
想
定
さ
れ
た
事
態
が 

続
々
と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
は
、
利
用
が
少
な
い

今
の
段
階
で
も
大
混
乱
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
何
の
落
ち
度
も

な
い
患
者
、
医
療
機
関
に
多
大
な

負
担
を
も
た
ら
し
、
保
険
診
療
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
間
企
業
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
大
問
題
で
す
。
民
間
で

あ
れ
ば
一
旦
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
止

め
、
再
発
防
止
策
が
で
き
て
か
ら

で
な
け
れ
ば
開
始
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

国
民
生
活
に
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う

多
大
な
情
報
漏
え
い
等
の
懸
念
は

何
も
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
保
険

情
報
の
誤
登
録
や
、
保
険
資
格
が

確
認
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

て
も
運
用
は
続
け
る
、
問
題
は
廃

止
期
限
ま
で
に
何
と
か
す
る
と
い 

う
の
が
政
府
方
針
で
す
。 

解
決
の
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

仕
事
も
そ
う
で
す
が
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
楽
に
生
産

性
が
上
が
っ
て
、
ミ
ス
が
な
く
な

る
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、

ミ
ス
は
あ
る
し
、
生
産
性
が
下
が

る
よ
う
な
ら
ば
、
会
社
で
あ
れ
ば

見
直
し
を
し
ま
す
。 

過
去
に
も
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
前
身
で
あ
る
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド(

住
基
カ
ー
ド)

と

い
う
も
の
を
発
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
全
く
取
得
率
が
あ
が
ら
す
、

現
在
で
は
新
規
発
行
も
停
止
と
な

り
ま
し
た
。 

 

基
本
的
人
権
や
情
報
漏
え
い
の

リ
ス
ク
か
ら
国
民
を
保
護
す
る
政

府
の
施
策
な
し
に
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
こ
と
は
、
大
問
題
で
保
険

証
廃
止
は
一
度
白
紙
に
す
る
べ
き

で
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

本
当
に
大
丈
夫
？ 

      

 



掌
編
小
説 

姉
の
写
真 

 
 
 
 
 
 
 
 

仙
洞
田
一
彦 

  

一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）
、

父
母
は
東
京
中
野
に
住
ん
で
い
た
。

そ
の
後
、
父
母
は
実
家
の
あ
る
山

梨
県
に
疎
開
し
て
い
る
。
疎
開
は

四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
が
、
空
襲
の
前
な
の

か
、
後
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
空

襲
と
い
う
の
は
四
五
年
三
月
一
〇

日
の
東
京
大
空
襲
の
こ
と
だ
が
。 

私
は
疎
開
し
た
地
で
四
五
年
の

暮
れ
に
生
ま
れ
た
の
で
、
父
母
が

四
五
年
の
何
時
疎
開
し
た
の
か
知

り
た
く
な
っ
た
。
空
襲
後
の
光
景

を
よ
く
「
焼
け
野
原
」
あ
る
い
は

「
灰
燼
に
帰
す
」
と
い
う
。
紙
と

木
で
で
き
て
い
る
日
本
家
屋
は
火

に
弱
い
。
空
襲
後
の
写
真
は
ま
さ

に
そ
ん
な
感
じ
だ
。 

 

こ
の
五
月
連
休
の
日
、
中
野
に

行
く
の
を
思
い
立
っ
た
。
そ
の
地

は
「
中
野
区
栄
町
通
」
と
い
う
。
今

は
弥
生
町
、
南
台
と
い
う
二
つ
の

地
名
に
変
わ
っ
て
い
る
。
上
京
し

た
当
時
買
っ
た
「
東
京
都
区
分
地

図
帖
」（
昭
和
四
二
年
一
月
六
日
版
）

を
見
た
。
た
し
か
に
「
栄
町
通
」
と

い
う
地
名
が
あ
り
、
一
丁
目
、
二

丁
目
が
あ
る
。
新
し
い
地
図
と
照

合
し
た
ら
、
都
営
大
江
戸
線
の
西

新
宿
五
丁
目
駅
が
最
寄
り
駅
だ
っ

た
。 京

急
の
大
森
町
駅
か
ら
大
門
で

乗
り
換
え
て
行
っ
た
。
西
新
宿
五

丁
目
駅
か
ら
お
よ
そ
五
百
メ
ー
ト

ル
。
近
く
に
行
く
と
町
会
名
だ
ろ

う
か
「
栄
町
」
と
い
う
名
前
の
看

板
が
あ
っ
た
。
路
地
に
も
入
っ
た

が
、
新
し
い
家
ば
か
り
だ
っ
た
。

無
理
も
な
い
。
戦
後
も
、
も
う
す

ぐ
七
八
年
に
な
る
の
だ
。
空
襲
で

焼
失
し
た
後
、
何
度
か
建
て
直
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
住
む
人
も

代
替
わ
り
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ

が
「
栄
町
」
と
い
う
看
板
の
文
字

を
見
る
と
、
何
と
は
な
し
に
、
あ

あ
こ
こ
に
父
母
が
住
ん
で
い
た
の

か
と
い
う
感
慨
が
生
ま
れ
る
。 

 

私
の
姉
は
四
四
年
の
春
に
、
こ

こ
中
野
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
時
に

母
の
母
、
私
か
ら
す
れ
ば
祖
母
が
、

娘
の
出
産
の
た
め
に
上
京
し
て
き

た
。
父
母
の
住
む
ア
パ
ー
ト
の
玄

関
先
で
撮
っ
た
と
い
う
祖
母
の
写

真
が
あ
っ
た
。
記
憶
に
あ
る
し
、

実
家
の
ど
こ
か
に
、
い
ま
も
あ
る

だ
ろ
う
。 

 

姉
は
そ
の
四
四
年
の
暮
れ
の
二

三
日
、
九
カ
月
の
命
を
閉
じ
た
。

死
亡
届
が
中
野
区
に
出
さ
れ
て
い

た
の
で
、
父
母
は
ま
だ
中
野
に
い

た
の
だ
ろ
う
。
亡
く
な
っ
た
の
が

暮
れ
だ
か
ら
、
疎
開
し
た
と
す
れ

ば
年
が
明
け
て
か
ら
の
四
五
年
だ

ろ
う
と
推
測
す
る
。 

 

手
元
に
『
日
本
列
島
空
襲
戦
災

誌
』（
水
谷
鋼
一
・
織
田
三
乗
／
東

京
新
聞
出
版
局
刊
）
が
あ
っ
た
の

で
東
京
の
空
襲
を
拾
っ
て
み
た
。

よ
く
聞
く
の
は
三
月
一
〇
日
の
大

空
襲
だ
が
、
一
機
あ
る
い
は
数
機

の
空
襲
は
連
日
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

恥
ず
か
し
い
が
、
こ
の
本
を
開
く

ま
で
は
、
こ
ん
な
に
頻
繁
に
東
京

が
空
襲
を
受
け
て
い
た
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。 

 

一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
四

月
一
八
日
「
帝
都
来
襲…

…

各
地

の
損
害
は
何
れ
も
極
め
て
軽
微
な

り
」
（『
日
本
列
島
空
襲
戦
災
誌
』

こ
の
項
、
以
下
同
じ
） 

一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
） 

一
一
月
二
四
日
（
金
）「
Ｂ
29
七
〇

機
、
帝
都
（
東
京
）
へ
初
空
襲
」 



一
一
月
二
七
日
（
月
）「
東
京
か
ら

浜
松
、
名
古
屋
へ
／
四
〇
機
、
帝

都
及
び
東
海
来
襲
」 

一
一
月
三
〇
日
（
木
）「
初
の
帝
都

夜
間
空
襲
、
二
〇
機
」 

一
二
月
三
日
（
日
）「
中
島
飛
行
機
、

再
度
の
来
襲
」 

一
二
月
二
七
日
（
水
）「
十
九
年
最

後
の
空
襲
」 

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
） 

一
月
一
日
（
月
）「【
東
京
】
元
旦
を

迎
え
て
早
々
の
零
時
一
〇
分
、
次

い
で
一
時
二
十
分
、
各
一
機
ず
つ
、

静
岡
県
御
前
崎
よ
り
帝
都
へ
侵
入
、

盛
り
場
を
中
心
に
焼
夷
弾
を
投
下
、

相
当
の
被
害
を
生
ず
」 

一
月
二
七
日
（
土
）「
東
京
大
混
乱
、

米
機
も
損
害
」 

二
月
一
六
日
（
金
）
～
一
七
日
（
土
）

「
艦
機
載
（
艦
載
機
？
）
一
、
〇
〇

〇
余
が
連
続
来
襲
」
（
被
害
地
に

「
中
野
」
の
記
載
あ
り
） 

二
月
一
九
日
（
月
）「
東
京
各
区
に

焼
夷
弾
の
雨
」 

三
月
四
日
（
日
）「
早
朝
、
悪
天
つ

い
て
東
京
へ
」 

三
月
一
〇
日
（
土
）「
二
時
間
半
で

一
〇
万
人
焼
死
／
東
京
、
深
夜
の

大
空
襲
」 

四
月
二
日
（
月
）、
四
日
（
水
）「
時

限
爆
弾
初
投
下
、
東
京
を
相
次
ぎ

攻
撃
」 

四
月
七
日
（
土
）「
Ｂ
29
・
Ｐ
51
連

合
で
分
散
来
襲
／
名
古
屋
・
東
京
、

同
時
に
空
襲
」 

四
月
一
二
日
（
木
）
「
戦
爆
連
合 

東
京
・
群
馬
へ
昼
間
来
襲
」 

四
月
一
四
日
（
土
）、
一
五
日
（
日
）、

一
六
日
（
月
）
「
明
治
神
宮
全
焼 

連
続
三
回
・
京
浜
空
襲
」。
主
な
被

害
地
に
「
中
野
＝
住
吉
、
昭
和
通

一
丁
目
、
大
和
、
沼
袋
一
丁
目
、
新

井
。」
と
あ
り
。 

こ
の
日
の
空
襲
に
つ
い
て
は

『
暮
ら
し
の
中
の
太
平
洋
戦
争
』

（
山
中
恒
著
・
岩
波
新
書
・
第
一

〇
章
１
７
８
頁
に
「
過
半
数
焼
失
」

と
み
ら
れ
る
中
に
中
野
区
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
） 

五
月
二
四
日
（
木
）、
二
五
日
（
金
）

「
皇
居
炎
上 

連
夜
、
東
京
へ
大

空
襲
」「
東
京
都
被
害
状
況
」
の
中

に
、「
中
野
＝
丸
山
」
と
あ
り
。「
五

月
二
五
日
二
十
二
時
三
十
分
頃
よ

り
二
時
間
半
に
亙
り
、
主
と
し
て

帝
都
市
街
地
に
対
し
焼
夷
弾
に
よ

る
無
差
別
爆
撃
を
実
施
せ
り
」
の

「
被
害
区
域
」
に
「
中
野
」
が
あ
る
。

（
記
録
に
よ
っ
て
は
、
空
襲
が
二

五
日
深
夜
か
ら
翌
二
六
日
に
か
か

る
た
め
記
録
が
「
二
六
日
」
と
な

っ
て
い
る
） 

  

こ
の
後
も
空
襲
は
続
く
。
最
近

『
軍
・
政
府
（
日
米
）
公
式
記
録
集 

東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌 

第
３
巻
』

が
手
に
入
っ
た
。
こ
れ
に
は
東
京

の
空
襲
が
、
前
掲
書
よ
り
さ
ら
に

詳
し
く
載
っ
て
い
る
。 

 

目
的
の
中
野
を
調
べ
て
み
た
。

五
月
二
五
日
の
「
被
害
区
域
」「
中

野
区
」
の
項
に
「
栄
町
」（
三
一
〇

頁
・
三
一
四
頁
）
が
あ
っ
た
。
父
母

の
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
「
栄
町

通
」
で
あ
る
。「
通
」
の
あ
る
な
し

だ
か
ら
、
同
じ
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と

は
思
う
が
、
こ
う
な
る
と
ど
う
に

も
落
ち
着
か
な
い
。
す
っ
き
り
し

な
い
。 

  

西
新
宿
五
丁
目
駅
を
降
り
て
、

父
母
の
住
ん
で
い
た
こ
ろ
を
想
像

し
な
が
ら
歩
い
た
。
だ
い
ぶ
先
だ

が
、
地
図
上
で
は
四
つ
角
が
あ
り
、

中
野
駅
方
面
へ
曲
が
れ
る
よ
う
だ
。

途
中
に
「
栄
町
公
園
」
と
い
う
の

が
あ
っ
た
か
ら
、「
栄
町
」
だ
け
で

町
名
に
は
「
通
」
が
つ
か
な
か
っ



た
の
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
思
っ

た
り
し
た
。 

 

四
つ
角
に
着
い
た
。
右
に
曲
が

れ
ば
中
野
駅
方
面
だ
。
と
こ
ろ
が

そ
こ
に
、
直
進
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
中
野
区
の
図
書
館
が

あ
る
と
い
う
表
示
が
あ
っ
た
。
疲

れ
が
足
に
来
て
い
た
が
迷
っ
た
挙

句
、
意
を
決
し
、
直
進
し
た
。 

南
台
図
書
館
と
い
う
。
「
南
台
」

の
旧
町
名
は
「
栄
町
通
」
だ
。
図
書

館
の
あ
る
所
は
も
と
「
栄
町
通
二

丁
目
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
や

は
り
地
元
の
図
書
館
だ
。『
中
野
区

史
』
は
す
ぐ
に
見
つ
か
っ
た
。
そ

れ
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

を
館
内
に
あ
る
コ
ピ
ー
機
で
コ
ピ

ー
し
た
。 

「
区
内
の
被
害
」
の
項
目
に
「
五

月
二
六
日
の
大
空
襲
の
結
果
、
区

内
の
ほ
ぼ
五
割
が
焼
失
し
た
」
と

あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
被
災
地
域
は
、

中
野
署
管
内
で
は
、
塔
山
町
、
多

田
町
、
栄
町
通
一
、
二
、
三
丁
目
、

…
…

」
と
あ
っ
た
。
父
母
が
い
た

と
こ
ろ
は
栄
町
通
一
丁
目
だ
か
ら
、

こ
の
日
に
空
襲
に
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
の
だ
。
細
か
い
こ
と
を
言

う
と
、
家
に
あ
っ
た
地
図
に
は
栄

町
通
「
三
丁
目
」
は
な
か
っ
た
が
。 

『
中
野
区
史
』
は
野
方
署
管
内
を

合
わ
せ
て
「
死
亡
者 

四
一
八
名
、

負
傷
者 

一
、
六
一
三
名
、
全
焼

家
屋 
二
〇
、
七
三
六
戸
、
全
半

壊
家
屋 

四
五
戸
、
被
災
者 

七

二
、
五
二
三
名
だ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
数
字
は
確
認
済
み
の
公
式
の

記
録
に
よ
っ
た
だ
け
の
も
の
で
あ

っ
て
、
未
確
認
の
行
方
不
明
者
、

家
族
だ
け
で
埋
葬
さ
れ
た
者
な
ど

を
含
め
る
と
死
亡
者
だ
け
で
も
数

千
人
に
達
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」

と
続
け
て
い
る
。 

 

こ
の
空
襲
下
、
父
母
が
無
事
生

き
延
び
て
疎
開
し
た
と
も
考
え
て

い
た
が
、『
中
野
区
史
』
の
「
建
物

疎
開
」
の
と
こ
ろ
を
読
ん
で
そ
の

思
い
が
少
し
変
わ
っ
た
。『
中
野
区

史
』
に
は
「
昭
和
二
〇
年
に
は
い

る
と
、
昨
年
末
か
ら
の
東
京
空
襲

は
激
し
さ
を
増
し
、
連
日
昼
夜
を

分
か
た
ず
Ｂ
29
に
よ
る
爆
撃
が

続
き
、
区
内
に
お
い
て
も
一
時
中

断
し
て
い
た
疎
開
事
業
を
い
そ
い

で
再
開
し
た
」
と
あ
る
。
建
物
の

取
り
壊
し
を
急
ぐ
た
め
に
、
豊
多

摩
刑
務
所
の
囚
人
も
使
わ
れ
た
。

私
の
考
え
方
を
修
正
さ
せ
た
の
は

次
の
と
こ
ろ
だ
。 

「
こ
の
強
制
疎
開
と
並
ん
で
区
民

の
引
越
し
熱
に
拍
車
を
か
け
た
の

が
、
三
月
一
〇
日
の
下
町
大
空
襲

だ
っ
た
。
翌
一
一
日
か
ら
は
被
災

者
一
〇
〇
万
と
い
わ
れ
る
空
前
絶

後
の
大
空
襲
の
被
災
者
た
ち
が

続
々
区
内
に
逃
れ
て
き
て
、
日
本

閣
・
中
野
新
橋
に
収
容
さ
れ
た
。

こ
の
光
景
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

区
民
は
こ
れ
以
後
本
気
で
疎
開
を

考
え
は
じ
め
た
。
以
後
田
舎
に
縁

故
の
あ
る
人
員
疎
開
希
望
者
が
急

激
に
増
加
し
、
区
役
所
に
長
い
列

を
な
し
た
」 

 

父
母
の
状
況
を
考
え
た
。
前
年

の
暮
れ
、
私
の
姉
、
父
母
に
と
っ

て
初
め
て
の
子
を
亡
く
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
そ
の
心
理
状
態
と
周

囲
の
状
況
、
つ
ま
り
引
用
し
た
と

こ
ろ
の
よ
う
な
状
態
が
あ
れ
ば
、

田
舎
へ
の
疎
開
を
考
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。
姉
が
生
き
て

い
た
と
し
て
も
幼
い
命
を
守
る
た

め
に
疎
開
を
選
択
し
た
か
も
し
れ

な
い
が
。
父
母
に
と
っ
て
は
傷
心

の
疎
開
だ
っ
た
。
空
襲
の
恐
怖
が

追
い
打
ち
を
か
け
た
。
こ
れ
ま
で

は
空
襲
を
受
け
て
か
ら
疎
開
し
た

可
能
性
の
方
に
比
重
を
か
け
て
考



え
て
い
た
が
、
空
襲
前
の
疎
開
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

図
書
館
を
出
て
中
野
駅
ま
で
歩

い
た
。
か
な
り
あ
る
。
父
が
徴
用

で
中
野
か
ら
大
森
の
軍
需
工
場
ま

で
通
っ
て
い
た
時
、
朝
早
く
家
を

出
た
と
、
母
か
ら
聞
い
た
記
憶
が

あ
る
。
当
時
、
西
新
宿
五
丁
目
駅

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
た
し
か
に

こ
れ
な
ら
早
く
家
を
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
つ
つ
歩
い
た
。 

 

そ
の
日
の
夜
、
疎
開
が
先
か
、

空
襲
が
先
か
な
ど
と
考
え
て
風
呂

の
湯
に
つ
か
っ
て
い
た
。
そ
の
時

ひ
ら
め
い
た
、
と
い
う
と
大
げ
さ

だ
が
気
が
つ
い
た
。 

 

祖
母
の
写
真
は
、
空
襲
前
の
写

真
だ
。
父
が
中
国
か
ら
復
員
し
、

母
と
結
婚
し
て
大
森
区
（
今
の
大

田
区
）
馬
込
で
所
帯
を
持
っ
た
。

そ
の
近
く
の
万
福
寺
境
内
の
写
真

も
四
一
年
、
空
襲
前
だ
。
布
張
り

の
古
い
ア
ル
バ
ム
に
貼
っ
て
あ
る

写
真
。
空
襲
で
持
ち
出
し
て
助
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
空
襲

前
の
疎
開
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ

う
だ
。 

死
者
は
三
月
一
〇
日
の
ほ
う
が

は
る
か
に
多
い
が
、
逆
に
、
来
襲

機
数
は
三
月
一
〇
日
の
Ｂ
29
は

二
九
八
機
・
焼
夷
弾
一
七
八
三
ト

ン
に
対
し
て
、
五
月
二
五
日
に
は

Ｂ
29
は
四
七
〇
機
・
焼
夷
弾
三
二

五
八
ト
ン
と
多
い
（『
軍
・
政
府
（
日

米
）
公
式
記
録
集 

東
京
大
空
襲
・

戦
災
誌 

第
３
巻
』）。 

父
母
が
ま
だ
中
野
に
い
た
と
す

れ
ば
、
ア
ル
バ
ム
ど
こ
ろ
で
は
な

い
。
自
身
が
焼
か
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
の
だ
。
死
者
が
三
月

一
〇
日
よ
り
少
な
か
っ
た
の
も
、

父
母
が
助
か
っ
た
の
も
、
ア
ル
バ

ム
が
残
っ
た
の
も
、
先
に
疎
開
し

た
た
め
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

書
い
て
い
る
う
ち
に
、
籐
椅
子

に
座
っ
て
い
る
幼
い
女
の
子
の
写

真
を
思
い
出
し
た
。
姉
に
違
い
な

い
。
写
真
館
に
行
っ
て
撮
っ
た
の

だ
ろ
う
。
父
母
と
も
に
ま
だ
二
〇

代
、
当
時
の
父
母
の
気
持
ち
を
思

い
浮
か
べ
よ
う
と
、
湯
に
つ
か
っ

た
ま
ま
顔
を
上
に
向
け
て
目
を
閉

じ
た
。 


